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RNA ワクチンの永続的危険性
スチャリット バクディ 医学博士, カリーナ ライス 博士, マイケ
ル パーマー 医学博士

RNA ワクチンという新概念
染色体は、タンパク分子産生のDNAコード化レシピを含む生命の本である。

必要に応じこの本が開かれ、必要なレシピのコピーが作成される。このコピー
であるmRNAは、タンパクの産生を指示した後に処分される。

RNAワクチンは、SARS-CoV-2スパイクタンパクなどの選択された抗原の産
生を指示する非常に短命の染色体レシピのコピーである。10億を超えるコピー
（RNA分子）が接種の度に投与される。mRNAの大量産生は大量の DNAレシ
ピを要する。これはどのように達成できるのか？
解決法は、遺伝子技術の柱である。DNAレシピの何十億、何兆ものコピーは

細菌に由来する。レシピはプラスミドと呼ばれる微細な細菌染色体に含まれる。
細菌の分裂時間は約 20分である…つまり、細胞数は毎時間約 8倍に増加する。
したがってプラスミドを含む文字通り無数の細菌が、わずか数日で培養される。
プラスミドは容易に操作できる。外来由来のレシピ、例えばウイルス性タン

パクをコード化する遺伝子などを挿入できる。細菌培養後に、プラスミドは回
収され、mRNAコピーを作製するテンプレートとして用いられる。
次いで RNA分子は脂質ナノ粒子(LNP)と呼ばれる小脂肪球内に封入される。

LNPの必須成分は人工的に作られたものであり、高い毒性を持つ可能性がある。
2020年以前には、人体への使用は禁じられていた。COVID RNAワクチンの緊
急使用承認によりこの規則が破られた。RNAが破壊されることなく血流に乗っ
て体内の全臓器に届くよう保護するために、LNPは不可欠である。ここで LNP
はトロイの木馬として機能する。細胞に取り込まれた LNPは、細胞内で RNA
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分子を放出する。スパイクタンパクの産生と免疫応答のトリガがこれに続き、
将来の感染から身を守るとされる特異的抗体の形成がもたらされる。

致命的欠陥
免疫系は、ウイルスに感染した際に起きるのと同じく、外来性タンパクを産

生する体細胞を認識して破壊する。非自己を認識するこの能力は、生まれなが
らに与えられている。この能力は、生涯を通して我々を保護し、ウイルス感染
した細胞を効果的に排除する。これを抑制することはできない。したがって、
細胞に非自己タンパクをコードしたmRNAが導入された場合、その細胞は免疫
システムの攻撃を受けることになる。これが、mRNAワクチン概念の根底にあ
る致命的欠陥である。膨大な数の封入された RNAコピーが、接種の度に投与さ
れる。体内で無数の免疫攻撃イベントが起こり、外来タンパクの産生が終了す
るまで続く。これはどのぐらいの期間続くのか？ワクチンメーカーおよび規制
当局が繰り返し主張したように、数日なのか？
究極の大惨事
この主張と相容れない、憂慮すべき発見がこの一年で浮上した。ワクチン接

種を受けた人において、スパイクタンパクおよび多臓器の炎症が、接種の数週
間後、さらには数カ月後においても検出された(1-3)。さらにこれは、重症で時
に致命的な病気と関連していた(2,3)。RNAにコードされたタンパクの長期に
わたる産生および炎症には一体どのような理由がかつて、そして今もあるので
あろう？
考えられる大変恐ろしい答えが、McKernanとその同僚らによる最近の発見

により示された(4)。ワクチン製造過程において、生成されたmRNAが LNPに
封入される前に、mRNAからプラスミド DNAテンプレートを取り除かねばな
らない。さもなくば、プラスミドも脂肪球の中に入ってしまう。プラスミド
DNAを除去するこの決定的なステップがしっかりと行われなかったことを
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McKernanは発見した。大量の封入プラスミド DNAが発見された。これらは
細胞に首尾よく到達し、そこで長期間作用するであろう。

機能的な外来染色体の細胞取り込みは、遺伝的改変に他ならない。このこと
は、封入された細菌プラスミドを接種された人間の宿命である。また、外来遺
伝子の発現は、産生細胞に対する免疫反応を引き起こすであろう。非自己タン
パクの継続的かつ長期にわたる産生は、臓器の損傷と炎症を強めるであろう。
このことは体全体で起きる。血管が損傷し、組織が酸素不足のために死滅する
と、血栓が形成される。心臓は死滅した細胞を置き換えることができない器官
である。世界中で起こっているミステリアスな心臓突然死について聞いたこと
がない人はいないだろう。これは氷山の一角に過ぎない。ワクチン誘発性の心
臓病は、老若問わず日常の話となっている。死滅した細胞を置き換えることが
できないもうひとつの器官は脳である。ワクチンによる損傷が起こる部位に応
じて、神経学的および精神的苦痛が生じるであろう。

類似の自己免疫様疾患は、異なる臓器で同時に発症する可能性がある。ワク
チン接種誘発性傷害のこの多面的特徴は独特であり、これまで見たことのない
多臓器炎症で死亡した 14 歳の小児の悲劇的症例において明らかに示されている
(5)。
ワクチン接種が生殖能力および生殖に悪影響を与える可能性は非常に大きい。

ワクチンは生殖器官に蓄積し、直ちに生殖能力を損なう可能性がある。循環す
る RNA および DNA の胎盤細胞への取り込みは、死産を引き起こす可能性があ
る。胎盤の損傷によって、封入された遺伝子が胎児循環に入ることもある。臍
帯血中の幹細胞はワクチン接種後に減少し、傷害されるが(6)、これは胎児が母
親の胎内に到達したためであると懸念せざるを得ない。封入 RNAを含む LNP
は母乳にも到達できることが知られている(7)。生後数週間は腸管の透過性が高
く(8)、授乳によりワクチンが乳児の体内に到達し、自殺メカニズムが誘殺され
るという恐るべき可能性がある。
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実験室では、プラスミド DNA を生命の書に挿入することが可能である。もし
これがワクチンを接種された人で起これば、その影響は計り知れない。細胞の
分裂と分化を制御する絶妙に調整されたネットワークの破壊は、癌を引き起こ
す可能性がある。精子と受精卵細胞の突然変異は、変化した形質を遺伝可能に
し、人類の進化の軌跡から逸脱した存在の創造につながりかねない。 
終章

組織および血管への広範かつ持続的な損傷は、スパイクタンパク産生細胞に
対する免疫システムの攻撃によって起こることが予想される。攻撃は、スパイ
クタンパクが非自己であるために発生する。他のすべての mRNA ワクチンは非
自己をコードするので、同じメカニズムで同様の程度に害を及ぼすと考えるべ
きである。これらの悪夢のような筋書きは、ブースター接種のたびに悪化する。
さらに言えば、大量産生された RNA をプラスミドから確実に分離するための

費用対効果の高い手順が存在しないことから、機能的なプラスミド DNA による
ワクチンバッチの汚染は、例外ではなく必然と考える必要がある。外来染色体
の導入は遺伝子の改変と同じである。細胞に対する長期にわたる自己免疫攻撃
は不可避である。

さらにプラスミド DNA のヒト染色体への組み込みは、時折起こることが予想
されるべきである。その後、無数の細胞機能が永久的に破壊される可能性があ
る。悪性腫瘍が発生し、寿命が短縮する可能性がある。私たちが愛し、心を寄
せる無数の人々に影響を与えかねない恐ろしい筋書きが発生する。これを防が
なければならない。

医学の世界は  現  場で立ち上がり、  RNA      接種  の使用を完全に停止する必要があ  る  。  
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